「畜産女性の活躍・経営参画と経営内外のサポートについて皆で考えよう

～パネルディスカッション～」の参加者意見（広島会場）
【はじめに】
（コーディネーターより）
経営の中に多様な視点、違う立場の意見を取り入れることが、畜産経営の活性化を促す。女性の経営参画もその一歩である。女性の参画を促すためには関係団体のサポートが大きな役割を担っている。
今回は以下について参加者から意見を聞きたい。

①女性の経営参画とはどういうことか

②女性の経営参画のメリット

③女性が経営参画する上での問題点・課題

④経営支援組織にどのようなサポートを求めるか（経営支援組織の役割について）
【参加者の意見】
①女性の経営参画とはどういうことか
・現状を知った上で経営判断するということ。全てに渡らなくても一つ一つの分野から参画していき、最終的に共同経営者として係わる。

・女性と男性をはっきり分けて考える必要はない。女性だからできないという仕事はない。

・自分の経営の中身を知ること。中期的、長期的な課題等、経営の姿が考えられるということ。
②女性の経営参画のメリット
・男性とは違った視点でもの事を見ることができ、気付くことができるため、経営の改善が進み、最終的には売上が伸びる。

・6次産業化において女性のアイデアが商品に活かされる。

・子供を育てるのと同じような気持ちで家畜に接することができる。

・女性が経営に本気で係わったことで、経営を立て直した例がある。

・妻が簿記を勉強したことで経理関連の話に説得力が出て、融資が受けられた例がある。
・女性が経営に参画していないなど、女性がいないような畜産業は成り立たなく生き残れない。
・SDGs（持続可能な開発目標）やアニマルウェルフェアの観点からも女性の能力や感性が重要な役割を果たす。
③女性が経営参画する上での問題点・課題
・女性が、スキルアップや情報交換の場に出かけられる余裕が必要。
・家族内の情報共有、コミュニケーションが必要。
・家事、育児について男性の協力が必要。

・職場のハード面の環境整備が必要（トイレ等）。
・夫婦間の意見交換、話し合いの場があってこそ、経営管理も共同でできる。

・話し合いができるような知識や考え方を女性が身に付けるために、外に出ていく環境をつくることが必要。
・女性は嫁いだ時や子育てが一段落ついてから経営に係わっていくため、男性よりもスタートが遅い。そのため、なるべく早い時期に経営技術だけでなく専門的な技術を身に付けることが自信へとつながる。

・技術の習得に年齢は関係ない。技術をどう使うかが重要。

④経営支援組織にどのようなサポートを求めるか
（経営支援組織の役割について）
・先入観を持たずに女性に接すること。

・女性のいいところを伸ばしてあげること、苦手だと思っていることについてもそうではないと働きかけること。

・必要な研修を参加しやすく企画すること。
・女性グループへの支援は指導するより女性の話を聞くことが大事。地域や世代をこえて人と人をつなぎ、そっと見守ること。

・女性のきめ細やかさと男性の全体を見渡す力も必要。一緒になって考えることが大事。

・研修会は女性のキャリアのなるべく早い段階でやるべき。参加しやすいように開催時間や参加人数規模など工夫すること。

・女性のライフサイクルを理解し、ヘルパー制度の導入や、女性専用枠のある研修会、しかけを作らないと女性は出てこられない。

・女性が研修会に参加しやすいように託児所がすぐ近くにあるとよい。

・表彰されるなど、社会から認められることが女性が外に出て行くきっかけにもなる。

・県外の交流など出会える場を作ること。きっかけをつくること。

・中央組織が橋渡し役となることで、県や畜種を超えた交流につながる。

・研修会の案内文書には必ず主催者の代表者印を押す。夫にも研修会の重要性を伝え、心理的に女性を外へ出しやすいようにする。

・支援の仕方は一つではない。こまめな対応や地域振興を考えた支援、男性の意識改革に向けた支援が必要。

・男性の意識改革にむけて、研修会には男性にも参加してもらう必要ある。
・経理は女性男性関係なく力を発揮できるので、経理の勉強会等は女性男性ペアで参加できるとよい。
・男性は立ち位置等を気にするので、大胆な意見を言える立場の人が地域に入ることが大事。
・畜種を越えた女性グループを作って、他畜種の方とも交流ができるようにしてほしい。
・地域の中での畜産以外の方との交流や世代を超えた交流等によって女性のモチベーションも上がる。交流の輪を広げていく取り組みが大切。

・支援組織は長期的にサポートしていく仕組みをつくることが必要。

・畜産農家と支援組織が話し合いができるように、ジョイントとなることが支援組織の役割である。
